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目的　高齢者とよばれる年齢の範囲は大きい。そこで年齢の違いによって，同じ図柄でも

色彩によってどの程度，嗜好に影響があるのかを分析していきその年齢特性を明らかにす

ることである。

方法　対象，試料，観察。質問，場所は,    （4 ）と同じである。 65～74歳を①. 75歳以上

のグループを②と２つのグループに分け，対象者全員，男性同士，女性同士，さらに男女

別で単純集計，クロス集計を行って①と②内の全体の傾向を把握し，両者を比較していっ

た。

結果　同じ図柄でも色彩の違いによって嗜好は①と②に違いがみられたが，図柄によって

色彩とイメージが結び付くＰのような例は男女とも①と②に大きな違いか見られなかった

。造形要素の強いＵにおいては，男性にはあまり差が無かったが，女性では①より②に好

まれない等の違いか見いだされた。

一方,   Hは，女性には差が無かったのに対して，男性には。どの色彩に対しても②に差

をつけて①に高い支持を受けていた。①と②には，色彩と図柄の組み合わせによって男女

の違いはあるものには， 伝統的で明確な造形要素が好まれ②のグループには，色彩より

も図柄に偏りが見られた。
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目的 本報では地域別に色別( 赤、黄、緑、青、紫) の図柄の好みを分析し、その特t生を検討し、問題を

提起する。

方法 対象(フェイスシート)、試料、質問、場所は(4)(5) と同様。東北･北海道216  名、関東甲信越(除

く東京)541 名、東京405 名、関西(中部以西)814  名について、地域別の色彩と図柄の嗜好率と相関、ク

ロス集言拐ち その樹 生を分析した。

結果 Ｓ 柄( 青海波柄)とＰ柄(木の剰 丙)の具象文様は、地域別･色別に関係なく好感度が高いが、幾

何学文様のA,  X, B, G,Y 柄は全体的に好感度が低い。東北･北海道ではＢ柄( 細 ハ格子柄)は赤色以

外全く好まれておらず、Ａ柄(三角形柄) は緑色では全く好まれていない。その他の地域では、嗜好率に

差はあるが、各色共に全ての柄が出現している。上位のＳ柄(青海波柄)において、東北･北海道は赤と緑

色、関東甲信越は赤と紫色、東京は紫と青色、関西は赤と紫色で嗜好率が非常に高く、色彩による地域差

が見られる。 関東甲信越(除く東京)と関西は緑色と紫色の25 の図柄において相関が0.9 以上と非常に

藻 司直を示している。 高齢者の図柄の好みiま古典的な皿 や自然の具象文様、縞柄、千鳥格子など、服

装の図柄からのイメージが好まれている要素が大きく、また地色と図柄の面積比や、色の明部 制こも関係

していると思われる。また図柄の地域別特性は色彩感情のもつ意味が影響していると考えられる。
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